
三省堂　国語教育

a new way of learning Japanese
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中
学
校
の
古
典
学
習
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
教
育
基
本
法
や
中
教
審
答
申
に
伝
統
文
化
の

尊
重
が
明
記
さ
れ
、
従
前
に
増
し
た
各
学
校
段

階
、
各
教
科
で
の
指
導
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
国
語
科
で

は
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
が

新
た
に
学
習
指
導
要
領
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
小
学
校
の
新
し
い
国
語
教
科
書
で
は
、

古
典
教
材
の
数
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
を
受
け
、
小
・
中
の
接
続
と
い
う

観
点
か
ら
中
学
校
の
古
典
指
導
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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赤
と
ん
ぼ
筑
波
に
雲
も
な
か
り
け
り

秋
の
蚊
の
よ
ろ
よ
ろ
と
来
て
人
を
さ
す

 

正
岡
子
規

菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に

夏
河
を
越
す
う
れ
し
さ
よ
手
に
草
履

 

与
謝
蕪
村

古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音

閑
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声

 

松
尾
芭
蕉

か
す
み
た
つ
　
な
が
き
は
る
ひ
に
　
こ
ど
も
ら
と

て
ま
り
つ
き
つ
つ
　
こ
の
ひ
く
ら
し
つ

 
良
寛

雪
の
朝
二
の
字
二
の
字
の
げ
た
の
あ
と

 

田
捨
女

空
遠
く
声
合
わ
せ
行
く
小
鳥
か
な

 

炭
太
祇

小
学
校
の
新
し
い
教
科
書
で

扱
わ
れ
る
古
典
教
材
例

小
学
校
三
年

い
ろ
は
に
ほ
へ
と

ち
り
ぬ
る
を

わ
か
よ
た
れ
そ

つ
ね
な
ら
む

う
ゐ
の
お
く
や
ま

け
ふ
こ
え
て

あ
さ
き
ゆ
め
み
し

ゑ
ひ
も
せ
す

〔
い
ろ
は
歌
〕

・
節
分

・
ひ
な
ま
つ
り

・
八
十
八
夜

・
月
見

・
す
す
は
ら
い

　
　
　
な
ど

〔
季
節
の
言
葉
〕

春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の

　
衣
干
す
て
ふ
天
の
香
具
山

 

持
統
天
皇

人
は
い
さ
こ
こ
ろ
も
知
ら
ず
古
里
は

　
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る

 

紀
貫
之

〔
百
人
一
首
〕

夜
を
こ
め
て
鳥
の
空
音
は
は
る
か
と
も

　
よ
に
逢
坂
の
関
は
許
さ
じ

 

清
少
納
言

＜主な学習活動例＞
●気に入ったものは，覚えて言ってみよう。
● 様子を思い浮かべながら声に出して読んでみよう。
●どんな風景が浮かんでくるか，話し合おう。
●言葉のひびきやリズムを楽しもう。

雪
と
け
て
村
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
か
な

名
月
を
取
っ
て
く
れ
ろ
と
泣
く
子
か
な

 
小
林
一
茶

〔
短
歌
・
俳
句
〕
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睦
月

如
月

弥
生

卯
月

皐
月

水
無
月

文
月

葉
月

長
月

神
無
月

霜
月

師
走

足
引
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の

　
長
々
し
夜
を
一
人
か
も
ね
ん

 

柿
本
人
麻
呂

田
子
の
浦
に
う
ち
い
で
て
見
れ
ば
白
妙
の

　
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ

 

山
部
赤
人

〔
百
人
一
首
〕

ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に

　
し
ず
心
な
く
花
の
散
る
ら
ん

 

紀
友
則

あ
ら
し
ふ
く
三
室
の
山
の
も
み
ぢ
葉
は

　
竜
田
の
川
の
錦
な
り
け
り

 

能
因
法
師

金
色
の
ち
ひ
さ
き
鳥
の
か
た
ち
し
て

　
銀
杏
ち
る
な
り
夕
日
の
岡
に

 

与
謝
野
晶
子

大
江
山
生
野
の
道
の
遠
け
れ
ば

　
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立

 

小
式
部
内
侍

見
わ
た
せ
ば
花
も
も
み
ぢ
も
な
か
り
け
り

　
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
ぐ
れ

 
藤
原
定
家

五
十
歩
百
歩

漁
夫
の
利

蛇
足

蛍
雪
の
功

杞
憂

矛
盾

 

な
ど

〔
故
事
成
語
〕

〔
月
の
名
前
〕

＜主な学習活動例＞
●意味と成り立ちを調べてみよう。
●文を作ってみよう。
●声に出して読んでみよう。
●風景を思い浮かべてみよう。
●様子や気持ちを思い浮かべてみよう。

小
学
校
の
新
し
い
教
科
書
で

扱
わ
れ
る
古
典
教
材
例

小
学
校
四
年
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＜主な学習活動例＞
●随筆を書こう。
●声に出して読んでみよう。
●現代と比べて考えてみよう。

　
春
は
、
あ
け
ぼ
の
。

や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ
は
、

少
し
明
か
り
て
、
紫
だ
ち
た
る
雲
の

細
く
た
な
び
き
た
る
。

〔
枕
草
子
〕清
少
納
言

　
高
名
の
木
登
り
と
い
ひ
し
男
、
人

を
お
き
て
て
、
高
き
木
に
登
せ
て
、

こ
ず
ゑ
を
切
ら
せ
し
に
、
い
と
危
く

見
え
し
ほ
ど
は
、
…
…

〔
徒
然
草
〕兼
好
法
師

　
子
曰
は
く
、「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、

人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
。」
と
。

　
子
曰
は
く
、「
過
ち
て
改
め
ざ
る
、

是
を
過
ち
と
謂
ふ
。」
と
。

〔
論
語
〕

　
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
く
ら
し
、
す

ず
り
に
向
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し

な
し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く

れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
。

〔
徒
然
草
〕兼
好
法
師

祇
園
精
舎
の
か
ね
の
声
、

諸
行
無
常
の
ひ
び
き
あ
り
。

娑
羅
双
樹
の
花
の
色
、

盛
者
必
衰
の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す
。

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。

た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
ほ
ろ
び
ぬ
、

ひ
と
へ
に
風
の
前
の
ち
り
に
同
じ
。

〔
平
家
物
語
〕

春
宵
　
一
刻
　
直
　
千
金

花
に
　
清
香
　
有
り
　
月
に
　
陰
　
有
り

歌
管
　
楼
台
　
声
　
細
細

鞦
韆
　
院
落
　
夜
　
沈
沈

〔
春
夜
〕蘇
軾

牀
然
　
月
光
を
　
看
る

疑
ふ
ら
く
は
　
是
れ
　
地
上
の
　
霜
か
と

頭
を
　
挙
げ
て
　
山
月
を
　
望
み

頭
を
　
低
れ
て
　
故
郷
を
　
思
ふ

〔
静
夜
思
〕李
白

　
今
は
昔
、
竹
取
の
お
き
な
と
い
ふ

者
あ
り
け
り
。
野
山
に
ま
じ
り
て
竹

を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使

ひ
け
り
。
名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
み
や

つ
こ
と
な
む
い
ひ
け
る
。

　
そ
の
竹
の
中
に
、
も
と
光
る
竹
な

む
一
す
ぢ
あ
り
け
る
。
あ
や
し
が
り

て
、
寄
り
て
見
る
に
、
つ
つ
の
中
光

り
た
り
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば

か
り
な
る
人
、
い
と
う
つ
く
し
う
て

ゐ
た
り
。

〔
竹
取
物
語
〕

春
眠
不
覚
暁

処
処
聞
啼
鳥

夜
来
風
雨
声

花
落
知
多
少

〔
春
暁
〕孟
浩
然

・
狂
言
（
附
子
）

・
源
氏
物
語

・
宇
治
拾
遺
物
語

 

な
ど

小
学
校
の
新
し
い
教
科
書
で

扱
わ
れ
る
古
典
教
材
例

小
学
校
五
年
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天
地
日
月
。
東
西
南
北
。
き
た
を
背

に
南
に
向
か
ひ
て
右
と
左
に
指
さ
せ

ば
、
ひ
だ
り
は
東
、
み
ぎ
は
に
し
。

…
…

〔
天
地
の
文
〕福
沢
諭
吉

水
を
渡
り
　
復
た
水
を
渡
り

花
を
看
　
還
た
花
を
看
る

春
風
　
江
上
の
路

覚
え
ず
　
君
が
家
に
到
る

〔
胡
隠
君
を
尋
ぬ
〕高
啓

春
は
あ
け
ぼ
の
。

や
う
や
う
白
く
…
…
。

夏
は
夜
。

月
の
こ
ろ
は
…
…
。

秋
は
夕
暮
れ
。

夕
日
の
さ
し
て
…
…
。

冬
は
つ
と
め
て
。

雪
の
降
り
た
る
は
…
…
。

〔
枕
草
子
〕清
少
納
言

ゑ
け
　
上
が
る
三
日
月
や

ゑ
け
　
神
ぎ
や
金
真
弓

ゑ
け
　
上
が
る
赤
星
や

ゑ
け
　
神
ぎ
や
金
細
矢

ゑ
け
　
上
が
る
群
れ
星
や

ゑ
け
　
神
が
差
し
櫛

ゑ
け
　
上
が
る
虹
雲
は

ゑ
け
　
神
が
愛
き
き
帯

〔
お
も
ろ
そ
う
し
〕外
間
守
善 

訳

　
う
つ
く
し
き
も
の
　
瓜
に
か
き
た

る
ち
ご
の
顔
。
雀
の
子
の
、
ね
ず
鳴

き
す
る
に
を
ど
り
来
る
。
…
…

〔
枕
草
子
〕清
少
納
言

銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
、

金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
。

〔
ア
イ
ヌ
神
謡
集
〕知
里
幸
恵 

訳

銀
母
　
金
母
　
玉
母
　
奈
尓
世
武
尓

麻
佐
礼
留
多
可
良
　
古
尓
斯
迦
米
夜
母

〔
万
葉
集
〕（
万
葉
仮
名
）

　
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
き
か

ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
。
舟
の
上
に
生
涯

を
う
か
べ
馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
む
か

ふ
る
者
は
、
日
々
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か

と
す
。
古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。

〔
お
く
の
ほ
そ
道
〕松
尾
芭
蕉

・
狂
言

　（
柿
山
伏
）

・
落
語

（
寿
限
無
）

・
短
歌
を
作
ろ
う

 

な
ど

＜主な学習活動例＞
●声に出して読もう。
●繰り返し朗読し，暗唱しよう。
●日本の文字に関心を持とう。
●昔に書かれた文章を読んでみよう。

小
学
校
の
新
し
い
教
科
書
で

扱
わ
れ
る
古
典
教
材
例

小
学
校
六
年
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『中学校学習指導要領解説　国語編』より （ 　　　　 線は，編集部）

• 今回の改訂では，伝統的な言語文化に小学校の低学年から触れ，中学校においても引き続
き古典に親しむ態度の育成を重視している。（21 ページ）
• 「伝統的な言語文化に関する事項」は，小学校から系統的に設定している。中学校におい
てはそれを踏まえ，一層古典に親しませるとともに，我が国に長く伝わる言語文化につい
て関心を広げたり深めたりすることを重視して指導する。（22 ページ）

　小学校での音読中心の学習を受けて，中学校では例えば下に示すような
二つの方向で「新しい古典学習」を展開することが考えられます。

※詳しい実践提案は，弊社Web サイトで 12月にご覧いただける予定です。

考える力を伸ばす
― 領域と関連させた古典学習 ―

●生活の中に「古典」を生かす。
●思考力，判断力，表現力を高める。
● 引用して「読むこと」や「書くこと」
の言語能力を高める。

味わう古典

文化の中の言葉と向き合う
― 国語授業開きとしての古典学習 ―

●小学校での国語学習の到達度を知る。
●小学校の古典教材を繰り返し学び直す。
● 声に出して読むことで，古典のおもし
ろさに気づいたり，作者の思いや情景
を想像したりする学習。

触れる・楽しむ・親しむ古典

　小学校で２～５ページの古典教材を学んでくることを受けて，
中学校でのこれからの「古典学習」は，どのように考えたらいいのでしょうか。

中学校でのこれからの古典学習は？

〔中学校〕
・音読を通して古典の世界に触れる。
・朗読を通して古典の世界を楽しむ。
・実感をもって，古典の世界に親しむ。
・ 作者の思いを想像したり，文章に引
用したりする。

〔小学校〕
・音読や暗唱をする。
・古典作品のリズムを感じ取る。
・内容の大体を知る。

こと�の学�_別冊1.indd   6 10.11.22   10:05:27 AM
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『中学校学習指導要領解説　国語編』より （ 　　　　 線は，編集部）

１年
• 「古典特有のリズムを味わ」うためには，古典の文章を繰り返し音読して，その独特
のリズムに気付かせることが重要である。（40 ページ）
• 「様々な種類」としては，和歌，俳諧，物語，随筆，漢文，漢詩などを挙げることが
できる。（中略）これらと，小学校から親しんできた様々な古典とを結び付けることで，
古典の世界についての新たな興味・関心を喚起することが大切である。（40 ページ）

２年
• 古典の世界を楽しむためには，生徒が古典の世界に積極的にかかわれるように工夫す
ることが大切であり，作品の特徴を生かして朗読することは効果的な学習である。（58
ページ）

３年 • 書く活動を通して，生徒が自分の考えを述べる文脈の中に古典の世界を取り入れるよ
うにすることが重要である。（76 ページ）

（ア） （イ）

小学校
３・４年

　易しい文語調の短歌や俳句につい
て，情景を思い浮かべたり，リズム
を感じ取りながら音読や暗唱をした
りすること。

　長い間使われてきたことわざや慣
用句，故事成語などの意味を知り，
使うこと。

小学校
５・６年

　親しみやすい古文や漢文，近代以
降の文語調の文章について，内容の
大体を知り，音読すること。

　古典について解説した文章を読み，
昔の人のものの見方や感じ方を知る
こと。

中学校
１年

　文語のきまりや訓読の仕方を知り，
古文や漢文を音読して，古典特有の
リズムを味わいながら，古典の世界
に触れること。

　古典には様々な種類の作品がある
ことを知ること。

中学校
２年

　作品の特徴を生かして朗読するな
どして，古典の世界を楽しむこと。

　古典に表れたものの見方や考え方
に触れ，登場人物や作者の思いなど
を想像すること。

中学校
３年

　歴史的背景などに注意して古典を
読み，その世界に親しむこと。

　古典の一節を引用するなどして，
古典に関する簡単な文章を書くこと。

伝統的な言語文化に関する事項 一覧

「学習指導要領」より
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三省堂　国語教育

a new way of learning Japanese

小学校で扱う古典教材

2010 年 12月 24日発行

●編集・発行人　北口 克彦

●発行所　株式会社　三省堂
　〒 101-8371 東京都千代田区三崎町 2-22-14
　TEL　03（3230）9427〔編集〕　9551〔営業〕
　http://www.sanseido.co.jp/

臨時増刊号 vol.1
特集　伝統的な言語文化

平成23年度版教科書
学年 文学・絵巻など 短歌・俳句 漢詩・漢文・故事成語 伝統芸能 知識

小
３

• 「竹取物語」（1）
• 笑い話「星取り」（1）
• 鳥獣人物戯画（2）
• 鼠の草子（1）

• 短歌（2）
• 俳句（5）
松尾芭蕉・良寛・与謝蕪村・
小林一茶・正岡子規　他
• 百人一首（2）

•  落語（1）
「じゅげむ」

• 季語（1）
• 八節（1）
• いろは歌（2）

小
４

• 昔話「浦島太郎」（1） • 短歌（3）
柿ノ本人麻呂　他　
• 俳句（1）
松尾芭蕉・正岡子規　他
• 百人一首（4）

• 故事成語（4）
蛇足・五十歩百歩・
漁夫の利

•  落語（1）
「額に柿の木」
•  落語（2）
「じゅげむ」

•  ことわざ（2）
「石の上にも三年」
ほか
•  月の名前・暦（睦
月・如月ほか）（1）

小
５

• 「竹取物語」（3）
• 「枕草子」（2）
• 「徒然草」（2）
• 「平家物語」（4）
• 「宇治拾遺物語」（1）

• 短歌（2）
式子内親王・良寛　他
• 俳句（3）
茨木和生・渡辺水巴・
中村汀女・松尾芭蕉　他
• 百人一首（1）

• 故事成語（1）
「登竜門」「他山の石」他
• 「論語」（2）
• 漢詩（2）
孟浩然「春暁」・
李白「静夜思」・
蘇軾「春夜」・杜甫「絶
句」他

• 落語（2）
「風がふいたら箱
屋がもうかる」・
「まんじゅうこわ
い」他
•  狂言（2）
「附子」・
「しびり」他

• 季語・俳号（1）

小
６

• 「竹取物語」（1）
• 「枕草子」（3）
• 「徒然草」（2）
• 「平家物語」（1）
• 「おくのほそ道」（2）
• 福沢諭吉「天地の文」（1）
• 名言（1）
• 聖徳太子 他

• 短歌（4）
与謝野晶子・橘曙覧　他
• 俳句（1）
正岡子規・山部赤人　他
• 万葉集（1）

• 「論語」（2）
• 漢文（1）
「百聞不如一見」他
• 漢詩（3）
孟浩然「春暁」・
高啓「尋胡隠君」・
李白「静夜思」他

• 落語（1）
「寿限無」
• 狂言（1）
「柿山伏」・
「神鳴」他
• 歌舞伎・文楽（1）

• 万葉仮名（3）
• 暦（1）

（　）内の数字は掲載発行者の数。
現行版教科書
学年 文学・絵巻など 短歌・俳句 漢詩・漢文・故事成語 伝統芸能 知識

小
３

•  落語（1）「じゅげ
む」

小
４

• 俳句（1）
松尾芭蕉・小林一茶  他

•  落語（1）「ぞろぞ
ろ」・「寿限無」
•狂言（1）「清水」

小
５

• 「竹取物語」（2）＊ • 短歌（1）
与謝野晶子・柿本人麻呂・
良寛・正岡子規  他
• 俳句（2）
小林一茶・松尾芭蕉・
高浜虚子  他
• 百人一首（1）

• 故事成語（1）
五十歩百歩・蛇足
矛盾　他

•  落 語（1）「 ま ん
じゅうこわい」

•  ことわざ（2）「石の
上にも三年」他
•いろはうた（1）

小
６

• 「竹取物語」（1）＊
• 「枕草子」（1）＊
• 「平家物語」（2）＊

• 短歌（4）
橘曙覧・斎藤茂吉  他
• 俳句（4）
松尾芭蕉・与謝蕪村  他
• 百人一首（1）

• 「論語」（1）＊
• 孟浩然「春暁」（1）＊
• 蘇軾「春夜」（1）＊

• 落語（1）「崇徳院」
• 狂言（1）「柿山伏」
• 文楽（1）＊

• 万葉仮名（4）
•  ことわざ（3）「さる
も木から落ちる」他

＊印は，「発展」・「付録」等の扱い。
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